
人口
●世帯数と人口の推移（12月末現在）

区分 世帯数 人口（人）
総数 男 女

平成20年 26,607 66,927 32,175 34,752
平成19年 26,480 67,456 32,519 34,937
平成18年 26,537 68,232 32,955 35,277
平成17年 26,397 68,808 33,284 35,524

資料：市民課

●外国人登録者数（12月末現在）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）
区分 総数 中国 インドネシア 韓国・朝鮮 フィリピン タイ アメリカ その他

平成20年 228 57 6 86 45 13 8 13
平成19年 211 46 7 83 49 6 8 12
平成18年 221 51 10 82 49 9 9 11
平成17年 280 61 30 93 53 11 8 24

資料：市民課

●人口動態　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）

区分 自然動態 社会動態
出生 死亡 増減 転入 転出 増減

平成20年度 486 687 ▲201 2,114 2,393 ▲279
平成19年度 495 682 ▲187 2,020 2,518 ▲498
平成18年度 485 636 ▲151 2,130 2,785 ▲655
平成17年度 508 664 ▲156 2,438 2,795 ▲357
資料：市民課

市民憲章・市の木・市の花（平成19年11月30日制定）

●十和田市民憲章

　わたしたちは、四季を織りなす十和田湖・奥入瀬・八甲田の豊かな自然に
つつまれ、先人から受け継いだ開拓精神にはぐくまれた十和田市民です。
　わたしたちは、このまちに生きることに誇りと責任をもち、未来に羽ばた
くまちをつくるため、ここに市民憲章を掲げます。
１、永

と わ

遠に輝く自然をいつくしみ、水と緑の美しいまちをつくります。

１、わがふるさとを愛し、文化の香り高いまちをつくります。

１、誰もが健康で思いやりにあふれ、安心して暮らせるまちをつくります。

１、仕事に誇りをもち、活力のあるまちをつくります。 

●十和田市歴代市長（合併後）
初代 中野渡春雄 平成17年１月31日～平成21年１月29日
資料：総務課

●旧十和田市歴代市長
初代 水野　陳好 昭和30年３月20日～昭和31年10月10日
２～４ 小山田七次郎 昭和31年10月25日～昭和43年10月10日
５～７ 中村　亨三 昭和43年10月11日～昭和51年10月10日
８ 洞内　德藏 昭和51年10月11日～昭和55年10月10日

９～11 中村　亨三 昭和55年10月11日～平成４年10月10日
12～13 水野　好路 平成４年10月11日～平成10年６月９日
14～15 中野渡春雄 平成10年７月26日～平成16年12月31日
資料：総務課

●旧十和田湖町歴代町長
初～４ 和島源吉郎 明治22年５月16日～明治34年12月30日
５～11 小笠原耕一 明治35年２月17日～昭和２年５月17日
12～13 小笠原奥治 昭和３年５月３日～昭和11年４月30日
14～15 深堀善次郎 昭和12年５月20日～昭和18年９月25日

職務管掌小野惣司 昭和18年９月26日～昭和19年１月１日
16 小笠原勘三郎 昭和19年１月１日～昭和21年11月29日

17～20 太田　豊実 昭和22年４月15日～昭和36年11月26日
21～25 久保佐仲太 昭和36年12月24日～昭和56年12月23日
26 小林喜代美 昭和56年12月24日～昭和60年７月22日
27 久保佐仲太 昭和60年８月25日～平成元年８月24日

28～31 渡 部 　 毅 平成元年８月25日～平成16年12月31日
資料：総務課

●十和田市三役（平成21年12月１日現在）
市　長 小山田　久 任期 平成21年１月30日～平成25年１月29日
副市長 小久保　純一 任期 平成21年７月１日～平成25年６月30日
教育長 米田　省三 任期 平成21年６月19日～平成25年６月18日
資料：職員課

行政

平成22年版十和田市データブック　２

●十和田市の木・花

市の木　もみじ　

市の花　さくら

●十和田市名誉市民
昭和54年６月 水 野 陳 好 十和田市名誉市民
昭和60年６月 久保佐仲太 十和田湖町名誉市民
資料：総務課


